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別紙解答用紙に解答すること。

次の文章を読んで解答用紙の設問に答えなさい。

それまでやってきたことをやめるときには、後ろめたさ、 歯がゆさ、恥ずかしさなど、さ

まざまなネガテイプな感情が出てくるものだ。途中で投げ出すやっ、というレッテルを貼ら

れたくない、 格好悪い、 できることならやめたくない。 多くの人がそう考えるだろう。

では、このまま続けても結果が出そうにないと気づいたとき、それでもやめないことはい

いことなのだろうか。 この場合、 やめない理由は、 大きく分けて二つある。

「好きなことだからやめない」

「今まで続けてきたからやめない」

違いは、 自分の中での割り切りを意識しているかどうかである。

「私はこれを好きでやっている。たぶん成功しないこともわかっている。でも、好きでやっ

ているのだからそれでいい」

これが割り切っている人の考え方である。 割り切ったうえでやめないことを自ら選択し

ているケースについては、他人がとやかく言う筋合いはない。好きなことをしているのが幸

せだというのであれば、成功を追求することよりもむしろ、取り組むことそのものに意味が

ある。

一方、 割り切っていない人の考え方はこうだ。

「私にはこれしかない。 今以上に努力を続けていれば、 いつか成功できるはずだJ

努力すればどうにかなるという考え方だと、 成果を出せないままズルズルと続けてしま

いかねない。 何かを達成したいという欲求があるのなら、自分が好きなだけでなく、自分に

合った得意なものを選択するだろう。

「今まで一生懸命やってきたし、 続けていれば希望はある」

こう考える人は、もしかしたら自分を客観視できていないのかもしれない。一生懸命やっ

たら見返りがある、 という考え方は、犠牲の対価が成功、 という勘違いを生む。すべての成

功者が苦労して犠牲を払っているわけではなく、 運がよかったり要領がよかったりして成

功した人のほうが実際は多いのではないだろうか。

このままではものにならないからといってスパッと方向転換をして目覚ましい成功をお

さめた最もわかりやすいケースが二0ーニ年にノーベル生理学・医学賞を受賞した、京都大

学i p s細胞研究所所長の山中伸弥さんだろう。

神戸大学医学部を卒業した山中さんは整形外科医になることを志し、 国立大阪病院整形

外科で研修医として働き始めた。ところが、ほかの研修医が二0分で終わらせられるような

筋単な手術に、二時間もかかった。指導医からは、邪魔者扱いされるほど下手だったという。

「おまえは山中ではなく ｀ じゃまなか、、だ。 手術は手伝わなくていい」とまで言われた。

自分は整形外科医に向いていない。 整形外科医を続けるには決定的に何かが欠けている。

そう考えた山中さんは、 ほかの理由も重なって病院を退職、研究者になるために大阪市立大

学大学院医学研究科に入学したという。その後の輝かしい成果は、誰もが知るとおりである。

山中さんには、整形外科医になるという目的ではなく、病気に苦しんでいる患者さんを治

したいという使命感があった。だから、自分が整形外科医に向いていないと感じ取った時点

で、 目的に到達するための別のアプロ ーチを模索されたのだろう。

そもそも、 自分は何をしたいのか。

自分の思いの原点にあるものを深く掘り下げていくと、 目的に向かう道が無数に見えて

くる。 道は一つではないが、 一つしか選べない。

だから、 Aという逆を行きたければ、 Bという道は諦めるしかない。 ①最終的に目的に到

達することと、 何かを諦めることはトレ ー ドオフなのだ 。 何一つ諦めないということは立

ち止まっていることに等しい。

（出典：為末大 (2013) 『諦める力～勝てないのは努力が足りないからじゃない』プレジデ

ント社より引用）
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